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文責：校長 大内雅之

令和５年度の学校経営・運営①
～次年度に向けてしっかり検討中～

学校では、今年度のまとめに力を入れているところですが、同時に来年度の計画についても細
部にわたり検討しはじめてています。 何回かに分けて次年度の学校経営について紹介したいと
思います。まずは、今年度の「（途中）総括」についてです。この内容は先生方との会議に使用
した文書の中からの抜粋・加除修正したものです。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆【（途中）総括】◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
〇コロナに翻弄された一年

R４年度も、新型コロナウイルス感染症に翻弄され、
その対応に追われた一年になっている。日々のコロナ対
応、学年閉鎖、行事の変更・・・等、大変な状況であった
ことは間違いない。しかし、これまでのコロナ対応の蓄積
から完全に中止に追い込まれる活動は少なく、その都度
「どうすれば開催できるか」最適解を考え対応できる
ようになってきたようにも思われる。また、GIGA
スクール構想下、タブレットの活用、オンライン学習
についても徐々に慣れてきているようにも感じる。
〇的確なコロナ対応／ 協力体制
子どもたちにとっても、先生方にとっても、また保護者にとっても「コロナ禍の一年」だった

ことに変わりはないが、コロナの感染の特徴、コロナ対応の肝となる部分、コロナ禍での行事等
の開催の仕方等がなんとなく見え始めた年ではなかっただろうか。結果として学校を起因とする
コロナの拡大を食い止められてきた。そして、コロナ禍にあっても、前を向き、日々子どもと向
き合い、学校生活を適切に運営し、学習の保障にもしっかり力を注いでいただいている北小職員
・保護者の皆さんには感謝しかない。学校と保護者の協力体制で今年度乗り切れているといって
も過言ではない。
〇コロナ疲れ／コロナ慣れ・諦めムード→活気を取り戻す
しかし、一方で我々する大人はもちろん、学校の主役である子どもたちには「コロナ疲れ」「コ

ロナ慣れ（制限を受けることに対して／制限を受けた活動に対して）」さらに言えば「コロナに
よる諦めムード」が出てきているように感じる。体・声・関わりを思いっきり行う活動ができな
い、しないことに徐々に慣れ、活気が奪われてしまっているのでは、活気が別なところでマイナ
スのエネルギーにつながっているのではと思うところもある。なんとか手を打たなくてはと切実
に思う。新型コロナウイルス感染症の分類変更や黙食の条件付き解禁等の話もでてきておりコロ
ナ対応の終わりも見え始めた感もあるが、この重苦しい空気感は本当になんとかしていかなけれ
ばならない。自分自身への戒めかもしれないが、「活気を取り戻す」ことを大事にしたい。
〇JRC公開を契機として／「わくわくをつくりだす」意識
青少年赤十字の研究推進校として、研究公開もあり、授業改善はもちろん、ノーチャイム制、VS

活動、児童会委員会活動、縦割り活動等「わくわくをつくりだそう～気づき 考え 実行する～」
という合い言葉を意識して行動することができ、随所で成果がみられたと思っている。
〇コロナ対応の継続
令和５年度以降も新型コロナウィルス感染症については、感染症の分類が変わらない限り対応

は継続しなければならない。感染状況に応じて、教育課程を臨機応変に対応していくというスタ
ンスは変わらない。子どもの命を守る観点から手を抜くことはできない。

〇学びの保障／学力向上
コロナ禍であろうとなかろうと「学びの保障」「学力向上」は
学校の役割として欠かすことはできない。子どもたちの学力向
上については、学校全体のマネジメントや日々の授業の質的な
改善等はもちろん有効であるが、私たち教師は「子どもに手間、
手数をかけること」ことこそが有効な手だてであることを経験
値から学んでいる。教師の「なんとかしてやる」という思いが
子どもの学力に結びつくことも分かっている。（家庭について
も同様）教師の本丸となる授業・子どもたちの学力向上に向け

て教師の熱い思い・実践はしっかりと対応しなくてはならない。
〇これからの時代にマッチした持続可能な活動／子どもたちの心の解放・エネルギーの解放

WITH コロナを意識した、これからの時代にマッチした持続可能な学校経営をものを目指さな
ければならない。また、コロナ禍であろうとなかろうと、目の前の子どもたちにとって必要と考
える事については、なんとしてでも実行していかなければならない。また、子どもたちの疲弊し
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た心、「コロナ疲れ」「コロナ慣れ」した心を解放するために、子どもたちの主体性、自主性を
大切にしながら、自分たちがやりたいことを自分たちの手で作り上げていくことでのエネルギー
の解放を心がけなければならないと考える。そのために子どもたちの主体性を前面に押し出し、
「子どもの任せること」「子どもを支えること」「子どもから引き出すこと」「子ども同士を結ぶ
こと」「子どもの行動を価値付けすること」などは特に意識しなければならないし、自己決定の
場を大切にすること、児童に任す分、早め早めに仕掛けていくことなどは教師の行動指針として
心にしっかりと刻んでおいてほしい。学校行事や児童会・係活動などの特別活動の場面だけでな
く、授業を含め学教教育のすべてにおいて、「子ども（達ち）が自分（達）の力で」を意識し、
これまでの計画・実践を振り返り、子どもが自分の手で主体的に活動する場を積極的に取り入れ
ていきたい。（家庭についても同様）
〇行動化／全員で同じ方向を／徹底 継続
「変容」を求めるためには「行動」すること以外にはない。

行動してみてだめだったら修正する、止めるぐらいの柔軟さを
もってまずは行動に移すことを優先していきたい。そして、
行動化にあたっては全員が同じ方向を向き、納得いく結果が出る
まで、改善を加えながらも「徹底」「継続」することを意識し
たい。同じことを同じようにしているだけでは変容はない。
〇教師自身がが実践者／体現者として行動を
さらに、我々教師が意識しなければならないのは、子どもを変える前に教師自らが「実践者」

「体現者」となることに力を注いでほしいということである。あいさつにしろ、自己肯定感にし
ろ、自己表出にしろ、主体性にしろ、協働にしろ、明るさ、元気さ、子どもに求めていく姿、資
質・能力は教師自らが先頭にとって実践するという意識をしっかりと持ってほしい。子どもは大
人に言われたことに従うのではなく、大人が見せている姿どうりに表現していくものと言われて
いる。子どもの目指す「モデル」となる教師であって欲しい。（家庭についても同様）
〇北小の２つの節目① 北小創立１５０周年 子どもが主体的に関わる行事・活動
令和５年度は北小にとって大きな節目となることが２つ待っている。一つ目は「北小創立１５

０周年」である。１５０周年の年に在籍していることをよい巡り合わせととらえ、できるだけ各
種の活動に子どもたちの考えを生かしながら主体的に関われるようにしていきたい。今の子ども
たちが大人になって振り返ったときに「自分たちで作った」という思いが出てくるような一年に
していきたい。子ども向けの集会、記念式典、１５０周年を意識した運動会／北っこまつり、記
念誌の作成等、１５０周年記念の活動を成長の機会として活用し、１５０周年の活動を通して、
子どもたちに「北小」「ふるさと」への思いを育んでいきたい。ただ、この活動を通して、過度
の負担を強いることは本末転倒であることも忘れてはならない。
〇北小の２つの節目②コミュニティースクールへの移行／地域とともにある学校づくり
二つ目は「コミュニティースクールへの移行」である。地域・保護者

の力を学校運営にもっと関わっていただくシステム作りである。運営の
柱となる学校運営協議会の設立はもとより、学校・保護者・地域が責任
を共有し、一体となって学校のよりよい運営に向けて行動化していく
「地域とともににある学校づくり」をさらに推進していくこととな
る。コロナ禍で保護者・保護者との関わりが激減してしまったが、
R5はできる限り関わりの量も質も高めていきたい。ただ、これまで
通りの関わりに戻すだけでなく持続可能な新しい形での関わりを考え
ていきたい。
※コミュニティースクールについてはまた別の機会に説明したいと思います。）

いずれにせよ、次年度の学校経営計画を考える上では、今年度の反省
をしっかり行うことはもとより、子ども達の実態をあらためて見直し、その上で、何のために、
具体的に何をするのかを明確にしながら進めていきたい。

今回の総括を受けて、次年度目指していこうと考える学校の姿については次号以降でお伝えし
ます。保護者の皆さんの協力を得ながら、より具体的に、より戦略的に学校経営をしていきたい
と考えています。保護者の皆さんの「次年度の学校に期待すること」などありましたらお聞かせ
ください。

保護者の皆様からの声をお待ちしています。
～学校に対するご意見・ご感想等お気軽にお寄せください（または assist.nihonmatsukita-e@fcs.ed.jp まで）～
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